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研究成果の概要（和文）：色は直感的には全くリアルであるにもかかわらず、物体や光がもつ物理的な性質では
ない。また、色を感じるという経験をもたらしている我々の脳の中にも、色を見いだすことはできない。そのた
め、色はどうすれば科学的世界像のうちに位置づけられるのかということが、長らく問題となっていた。本研究
はこの問題の解決に資することを目指したものであり、物理主義的なアプローチを探りつつも、昨今の物心二元
論の展開をも視野に収めることで、包括的な色の存在論的理論への一つのステップをなしている。

研究成果の概要（英文）：In spite of those intuitive reality, colors are not physical properties of 
bodies or rays. And we can't find colors in our brains which generate color experiences. So it has 
been a problem how color can hold a position in the scientific world image. Our research was aimed 
at contributing to the solution of this problem, and made a step toword a comprehensive ontological 
theory of color, not only with a physicalistic approach, but also with a consideration to recent 
development in mind-body dualism.

研究分野： 哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
色を感じるという身近な現象が実は謎に満ちたものであることを示すとともに、科学的な世界の捉え方には不備
や限界があると安易に決めつけることなく、謎を解く手だてをあちこちに探るという、世界を理解することに対
する冷静な姿勢を提示した点に、学術的意義と社会的意義を認められうるものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 デカルト、ニュートン以来、物理学を中心とする科学的世界観のうちに色を位置づけることの
困難さは、科学者・哲学者の間で頻繁に指摘されてきた。しかしながら、いまだに決着を見るに
は至ってない。その主たる要因は、我々には色という性質が存在するようにしか感じられないと
いう逃れがたい事実と、色にいわば居場所を与えない科学的な世界観との決定的な「折り合いの
悪さ」にある。求められるのはこの「折り合いの悪さ」を解消することだが、これを目指す包括
的な研究は、① 日常的に事物の性質として語られる色と、② 知覚における主観的体験としての
色、すなわちいわゆるクオリアとしての色の説明を組み合わせるかたちでなされねばならない。
以下、これら２つの面について、それぞれ研究開始当初の学界の状況──現時点でも基本的には
変わらない──を整理しておこう。 
① 事物に帰される色について  
 事物にその性質として帰される色について、哲学者たちが採ってきた見解は、 
    ⅰ. 知覚者に相対的な事物の傾向性（機能的役割）であるとする(cf. Cohen 2009、 
    ⅱ. そうした傾向性の実現基盤をなす事物の物理的性質であるとする(cf. McLaughlin  
      2003)、 
    ⅲ. そうした傾向性にもその実現基盤にも還元されえない性質であるとする(cf.Campbell  
       1993)、 
    ⅳ. 色を事物に帰されるリアルな性質とは認めない(cf. Maund 2006)、 
という４つのタイプに大別することができる。 
  ② クオリアについて  
 心の哲学においては、かねてより、五官による知覚や痛みや痺れなどの内的感覚における意識
への質的な現れとされるもの、すなわちいわゆるクオリアの存在論的身分が問われてきた。この
点についての哲学者たちの態度は、 
  ⅰ. クオリアの物理主義的な還元可能性を探る(cf. Tye, 2000)、 
  ⅱ. クオリアを既知の物理的事象には還元できない自然界の要素として新たに承認する 
    (cf. Chalmers 1997)、 
    ⅲ. クオリアの存在そのものを認めない(cf. Dennett 2005)、 
という３つのタイプに大別することができる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、上記の「折り合いの悪さ」の解消に資するべく、色とその知覚的クオリアに関す
る包括的な哲学的展望を、以下の[a]・[b]・[c]を満たすかたちで与えることを目指した。  
  [a] 心的な諸事象を物理的ならざるものとはしない、心身論における物理主義。  
  [b] 事物に帰される色を知覚者の心に生じる<内なる色>が環境に投影されたものとする、色 
       についての投影主義。  
  [c] 知覚者の<内なる色>の候補とみなされているクオリアなるものは端的に存在しないと 
       する、クオリアについての消去主義。  
[b]は上記１における①のⅳ、そして[c]は②のⅲであり、[a]はこれらの背景をなしている。 
 
３．研究の方法 
 
 [a]+[b]+[c]という本研究が目指すヴィジョンに対抗する立場には、[a]・[b]・[c]のいずれを共
有するかに応じてさまざまなタイプがある。その中でも本研究では、[b]のみを共有するもので
ある物心二元論、とりわけ、我々の身体に生じる物理的事象と非物理的とされる心的事象──ま
さにクオリアがそれである──との間に因果的な影響関係があるとする相互作用的二元論の検
討に力を注いだ。というのも、相互作用的二元論は早くからエネルギー保存則に抵触すると指摘
され、そのためほとんど顧みられない状態が続いていたのだが、近年になって、この指摘そのも
のへの疑義が活発化してきたためである。 
 ただし、こうした相互作用的物心二元論の考察への集中は、研究開始時から意図していたもの
ではなかった、ということを認めざるをえない。研究の初年度にあたる平成 30 年度は、上記[a]
の論拠、および[c]の部分的な論拠として、クオリアを非物理的事象として存在するものとするか
ぎり、いわゆる相互作用的二元論を採ることは免れえず、そのためエネルギー保存則に抵触しな
いとは考えにくいということの論証に取り組んでいた。だが、この作業を進める中で、相互作用
的二元論はエネルギー保存則に抵触しないと主張する哲学者たちの近年の議論を精査した結果、
彼らの言い分は少なくとも慎重な検討に値すると判断するに到った。そのため、令和元年度から
は、予定を一部変更し、改めて、そうした相互作用的物心二元論の近年の動きに対する批判的検
討に取り組むこととなった。もともと予定していたスケジュールを遵守するとしたら、この時期
は上記[b]および[c]の細部を具体化する作業へと進むべきであったが、この批判的検討からどの



ような結果が導かれるかによって、[b]の内実が大きく左右されることにも、また[c]の論拠が崩
れることにもなりかねないため、こうした部分的変更は避けられないものであった。 
 
４．研究成果 
 
 平成 31 年には、３に述べた相互作用的二元論についての吟味を、より大きなコンテクストの
中で遂行し、論文「科学的思考と心、自由、そして罪：2018 年度科学論講義より」(信州大学人
文学部編『人文科学論集』第 6 号、平成 31 年 3 月）3-4 章において公にしている。 
 さらに、令和２年度には、従来の「定説」に反して相互作用的二元論はエネルギー保存則に抵
触しないとする主張される研究者たちの論証（cf. Montero2006, White2017）に対する否定的評
価に到達し、中部哲学会 2020 年大会シンポジウムにおいて、これを報告した。さらに、この報
告に基づく論文を、令和 3年度刊行予定の『中部哲学会年報』第 53号に寄稿する権利を与えら
れている。 
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